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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・松林　政道様～13時55分尻内救急隊から救急搬送要請の電話あり。自宅近くの路上（ゴミ捨て場）にて脱力状態であり、通行人から通報があったとの事。一昨日から風邪薬、抗酒剤、大量飲酒を重ね、ゴミ捨て場にて脱力状態の所を救急搬送され、当院受診。14時30分東病棟Ａユニットに医療保護入院となる。

・池野　功一様～Ｈ25.3.7電気痙攣療法目的にて当院より八戸赤十字病院へ転院。Ｈ25.3.11～4.3、Ｈ25.4.15～5.14の2クール計20回の電気痙攣療法施行。入院時より隔離室にて観察していたが、Ｈ25.4上旬より症状安定し、Ｈ25.4.30より大部屋へ移動。他者とのトラブルなく経過。日中はテレビや新聞を見て過ごしている。食事もホールにて全量摂取する事出来ている。食事・入浴は一部見守りにて行なっている。今回電気痙攣療法終了した事からＨ25.5.29　12時当院へ入院予定となっている。

＜外来情報＞

・久保　清美様～本日受診時「今月いっぱいでデイナイトを辞めようと思って、先生に相談に来た」と話ししている。本日主治医不在の為、次回受診時に担当医へ相談する様促し、本人様了承している。
＜新患情報＞
東森　亮憲(ひがしもり　あきのり)様　28歳　男性
H23年4月､新郷村役場へ就職し､町民課に配属。同時期より､同僚から｢バカにされた言い方をさ
れた｣と考える等､対人関係で悩みを抱えるようになり､抑うつ感､不眠等の症状が出現。その後も上記症状が持続していたものの､真面目な性格故に欠勤なく仕事を続けていた。H24年6月より､抑うつ感･不安感､意欲の低下､不眠等の症状が悪化。睡眠をとれなくなる、食欲が亢進し､過食傾向となっていた。同時期､希死念慮が出現し､自暴自棄になって､アルコール度数が強い酒を一気に飲酒。急性アルコール中毒となり､十和田市立中央病院[救急救命]を受診。受診時に現状を説明したところ､同院より､精神科への受診を勧められ､翌7月､十和田市立中央病院[メンタルヘルス科]を初診し､うつ病と診断。その後､服薬により睡眠は徐々に改善されたものの､抑うつ感･不安感･苛々感､意欲の低下､食欲亢進等の症状が著しい状態であった。その後も上記症状が著しく､仕事を続けることが負担となり､H24年11月より休職。その後､徐々に睡眠が改善(睡眠時間:0時～7時)し､食欲が軽減していた。しかし､就労に対する不安は強く､職場復帰は困難でH25年4月､庶務課へ異動。その後も職場復帰が困難で､休職を継続することとなり､職場と相談して､かかりつけ医である十和田市立中央病院[メンタルヘルス科]より診断書を記載してもらっていた。職場より､休職する為に2つの病院から診断書を記載していただくよう伝えられ､母親が十和田市内の病院に相談するも､｢かかりつけ医からもらってほしい｣と断られ続けた為､職場へ再度相談。職場である新郷村役場より､当院へ相談があり､その後､母親から受診相談がある。
5/29当院初診予定となっている。
